


写真説明
　①新緑の湖畔を快走するランナーたち
　②スタートを決める小学生と親子２㌔
　③さわやかな笑顔で 10 ㌔スタート
　④男子フルマラソンで８連覇した斉藤太一さん
　⑤仲間とハイタッチするフルマラソンのランナー
　⑥達成感に溢れた笑顔でゴール
　⑦女子フルマラソンで初優勝した本山可那子さん
　⑧うちわと大きな声でランナーを応援
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43
回
洞

湖
マ
ラ
ソ
ン
２
０

　
　

１
７
（
室
蘭
地
方
陸
上
競
技

協
会
、
北
海
道
新
聞
社
な
ど
主

催
）
が
、
５
月
21
日
、
洞

湖
温

泉
街
を
発
着
点
に
行
わ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
６
、
３
５
９
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
出
場
し
、
汗
ば
む
陽
気
の

中
新
緑
に
彩
ら
れ
た
洞

湖
畔
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

８
時
30
分
の
小
学
生
と
親
子
の

２
㌔
を
皮
切
り
に
、
９
時
30
分
に

は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
が
虻

田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
フ
ァ
ン
フ

ァ
ー
レ
の
応
援
を
受
け
、
洞

湖

畔
の
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
。
20
分

後
に
は
10
㌔
、
そ
の
10
分
後
に
は

５
㌔
参
加
者
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
町
内
の
中
学
校
や

高
校
、
酪
農
学
園
大
学
な
ど
の
生

徒
・
学
生
や
各
種
団
体
企
業
が
給

水
や
ゴ
ー
ル
地
点
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
協
力
。
大
き
な
声
援
と
拍
手

で
ラ
ン
ナ
ー
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
っ
て
、
20
日
に
洞

湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
前
夜
祭
で
は
、
参
加
者
を
代
表

し
て
松
村
義
雅
さ
ん
（
福
岡
県
）

が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。
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　町内で参加しているランナーに
今年の走りとこれからの目標を聞
きました。

牛島夏陽さん、ゆう子さん親子（温泉８区）
　夏陽さんと晃陽くん（温泉小５年）、ゆう子さんと岳陽くん
（温泉小２年）のペアで、親子２㌔に参加。二女の晶ちゃん（温
泉小３年）は応援。「天気が良くて走りやすかった。地域の行事
なのでこれからも参加したい」と大会を満喫していました。

ＴＫＢ23（洞爺協会病院）
　2011年から毎年洞 湖マラソンに参加。今年はフルマラソン４人
と10㌔３人で全員完走しました。落合康介部長は「途中で暑くてつ
らかったが、八重桜が満開で癒されながら走ることができた。来年は
メンバーを増やして参加したい」と振り返りました。

英国青年　トーマスさん（左）・リ
エムさん（右）と岡本拓也さん（中
央・洞爺国際交流協会会長）
　今年で７回目の出場の岡本会長は「今年は暑
くて大変だった。４時間を切ることができなく
てくやしいので、来年は３時間30分を切ること
を目標にしたい」と来年に向けての意気込みを
語りました。



主　催　
　TOYAKOマンガ・アニメ　TOYAKOマンガ・アニメ
　フェスタ事業推進委員会フェスタ事業推進委員会
問合せ問合せ
　洞爺湖温泉観光協会　洞爺湖温泉観光協会
　　　　　　（　　　　　　（☎75-2446）75-2446）

25日 12時～
神谷明、小山力也、諏訪道彦
スペシャルトークショー

24日　16 時 30 分～
矢尾一樹＆水田わさび
トークショー
洞爺湖文化センター

主

25 日　14 時 15 分～
TMAF スペシャルステージ 2017
黒崎真音 × 綾野ましろ
洞爺湖文化センター

主　催　
　TOYAKOマンガ・アニメ
　フェスタ事業推進委員会
問合せ
　洞爺湖温泉観光協会
　　　　　　（☎75-2446）

地場産野菜まき地場産野菜まき
　　　　　14時～　　　　　14時～
カヌー体験カヌー体験

洞爺湖バーベキュー
前売り　1,500円
当　日　1,800円
前売り券取り扱い
町内各商店、道の駅あぷた、
JAとうや湖Aコープ洞爺湖本店、
とうや水の駅、道の駅とうや湖

主　催　洞爺湖町洞爺産業ま主　催　洞爺湖町洞爺産業ま
　　　　つり実施委員会　　　　つり実施委員会
共　催　とうや湖和牛まつり共　催　とうや湖和牛まつり
　　　　実施委員会　　　　実施委員会
問合せ　洞爺総合支所庶務課問合せ　洞爺総合支所庶務課
　　　　　　（　　　　　　（☎82-5111）82-5111）

日 日 時　６月2525日（日）日（日）
　　　  　　　  ９時30分～14時30分９時30分～14時30分
場 所 　洞爺中央公園場 所 　洞爺中央公園
アトラクションアトラクション
・香川獅子舞・香川獅子舞
・とうや湖踊る社中による・とうや湖踊る社中による
　よさこいソーラン　よさこいソーラン
・浅井未歩ライブ・浅井未歩ライブ
・自衛隊の音楽隊演奏など多数・自衛隊の音楽隊演奏など多数

地場産野菜まき
　　　　　14時～
カヌー体験

日 時　６月25日（日）
　　　  ９時30分～14時30分
場 所　 洞爺中央公園
アトラクション
・香川獅子舞
・とうや湖踊る社中による
　よさこいソーラン
・浅井未歩ライブ
・自衛隊の音楽隊演奏など多数

前売り券の販売は
６月24日（土）
　　　　　まで

主　催　洞爺湖町洞爺産業ま
　　　　つり実施委員会
共　催　とうや湖和牛まつり
　　　　実施委員会
問合せ　洞爺総合支所庶務課
　　　　　　（☎82-5111）

日　程　日　程　６月 2424日（土）～（土）～ 2525日（日）（日）
場　所　洞爺湖温泉街・洞爺湖文化センター場　所　洞爺湖温泉街・洞爺湖文化センター
　　　　洞爺地区会場　　　　洞爺地区会場(24日のみ)(24日のみ)・昭和新山・昭和新山

25日
10 時～ 11 時10 時～ 11 時
　コスプレパフォーマンス　コスプレパフォーマンス
         （洞爺湖文化センター）         （洞爺湖文化センター）
11 時～ 15 時11 時～ 15 時
　歩行者天国（温泉街）　歩行者天国（温泉街）
16 時～ 17 時16 時～ 17 時
　閉会式・集合写真　閉会式・集合写真
          （洞爺湖文化センター）          （洞爺湖文化センター）

24日
10 時 30 分～10 時 30 分～
　開会式（洞爺湖文化センター）　開会式（洞爺湖文化センター）
11 時～ 15 時11 時～ 15 時
　歩行者天国（温泉街）　歩行者天国（温泉街）
11 時 15 分～11 時 15 分～
　コスプレパレード（温泉街）　コスプレパレード（温泉街）

24日
10 時 30 分～
　開会式（洞爺湖文化センター）
11 時～ 15 時
　歩行者天国（温泉街）
11 時 15 分～
　コスプレパレード（温泉街）

25日
10 時～ 11 時
　コスプレパフォーマンス
         （洞爺湖文化センター）
11 時～ 15 時
　歩行者天国（温泉街）
16 時～ 17 時
　閉会式・集合写真
          （洞爺湖文化センター）

日　程　６月 24日（土）～ 25日（日）
場　所　洞爺湖温泉街・洞爺湖文化センター
　　　　洞爺地区会場(24日のみ)・昭和新山



所得割の軽減 被保険者個人の所得で判定します。

平成29年度から所得割の軽減割合が「５割」から「２割」に変更されました。
所得が次の金額以下の方

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

軽減割合

２割軽減

被用者保険の被扶養者だった方の軽減

　この制度に加入したときに被用者保険の被
扶養者だった方は、所得割はかからず、均等
割が７割軽減となります。（49,809 円→
14,942 円）
　なお、所得の状況により、均等割の軽減割
合が９割、または8.5割に該当することがあり
ます。

平成29年度から被用者保険の被
扶養者だった方の均等割軽減割合
が「９割」から「７割」に変更されま
した。

被用者保険とは、協会けんぽなどの主にサラリーマンの
方々が加入している健康保険のことで、市町村の国民健
康保険などは含まれません。

保険料を納めることが困難な場合

　保険料のお支払いが困難な場合は、住民課国
保・医療グループへご相談ください。
　災害、失業などによる所得
の大幅な減少、その他特別
な事情で生活が著しく困窮
し、保険料のお支払いが
困難な方は、保険料の
減免が受けられる場合
があります。

３ 保険料の支払い方法
　保険料の支払いは、「年金からの支払い」と「口
座振替」を選ぶことができます。
　「口座振替」を希望する方は、住民課国保・医療
グループへ問合せください。口座振替の申込みに
は、本人の保険証・支払いする口座の預金通帳と
届け印が必要です。
　「年金からの支払い」から「口座振替」に切り替
わる時期は、申し出の時期により異なります。
　税申告の際の社会保険料控除は、お支払いする
方に適用されます。（年金からのお支払いの場合、
お支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象
になります）

ジェネリック医薬品を
　　　　　ご存じですか？
　医療機関で処方される薬には、新薬(先発医薬品)と
ジェネリック医薬品(後発医薬品)があります。
　ジェネリック医薬品の処方を希望する方は、医師
や薬剤師に伝えるか、医療機関や薬局の受付窓口に
「希望カード」を提示することによりお願いするこ
とができます。
　「希望カード」が必要な方は住民課国保・医療グ
ループまで問合せください。

　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能
を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安全なお
薬です。
　希望する場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談
しましょう。

　ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安く
なります。薬によって異なりますが、新薬より安く
なり、中には５割以上安くなるものもあります。

効き目・安全性

価　格

病院にかかるときは
こんな点に気をつけましょう
　自分自身のからだの状態に関心と責任を持ち、お
医者さんとの対話を大切にしながら、病気に向き
合っていくようにしましょう。

●かかりつけの医師を持ち、気になること
　があったら、まずは相談しましょう。
●具合が悪いときには早めに受診し早めに
　対処しましょう。
●同じ病気でいくつもの医療機関を受診す
　ることは控えましょう。
●休日や夜間に救急医療機関を受診しよう
　とするときは、平日の時間内に受診する
　ことができないか、もう一度考えてみま
　しょう。

？



後期高齢者医療制度のお知らせ

平成29年度の保険料額を
　　　　　　お知らせします
■問合せ
　北海道後期高齢者医療広域連合（☎011-290-5601）
　洞爺湖町役場住民課国保・医療グループ（☎74-3002）

７月に平成29年度の保険料額を個別にお知らせします

１ 保険料の計算方法
　加入するすべての方が保険料を負担します。
　保険料は被保険者が均一に負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計で計算
します。

均等割
１人当たりの額
年額49,809円

所得割
本人の所得に応じた額

（平成28年中の所得-33万円）×
　　　　　　　　10.51％

１年間の保険料
限度額　57万円

（100円未満切り捨て）
＋ ＝

　１年間の保険料の限度額は 57万円です。
　年度の途中で加入したときは、加入した月か
らの月割で計算します。

　所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等
控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

２ 保険料の軽減

　世帯の所得に応じて、４段階の軽減
があります。

均等割の軽減

平成29年度から均等割５割
軽減・２割軽減の軽減判定
所得が拡充されました。

　軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
　65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、さらに 15万円を引いた額で判定します。

.



役
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と

な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
続
く
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か

り
か
、
納
付
が
遅
れ
る
こ
と
で
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も

の
時
に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
期
は
翌
月

末
で
、
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効

に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◆
年
金
相
談
の
予
約

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の

年
金
事
務
所
で
年
金
相
談
の
予
約

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
予

約
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
相

談
が
で
き
ま
す
。
予
約
希
望
日
の

１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
年
金
手
帳
な
ど
を
用
意

し
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日

の
予
約
の
場
合
は
、「
室
蘭
年
金

事
務
所
」
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
☎
０
５
７
０‐

05‐

１
１
６
５
）

　
「
室
蘭
年
金
事
務
所
」　

（
☎
０
１
４
３‐

50‐

１
０
０
４
）

　

紙
お
む
つ
な
ど
を
処
理
す
る
こ

と
が
多
い
子
育
て
世
帯
の
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

に
、
町
指
定
の
ご
み
袋
を
支
給
し

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
保
護
者
は
、
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
29
年
３
月
末
時
点
で
の
対
象
と

思
わ
れ
る
保
護
者
に
は
、
個
別
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
条
件

・
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
28

年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
、
ま
た

は
転
入
さ
れ
た
満
２
歳
ま
で
の
児

童
と
同
居
し
、
扶
養
し
て
い
る
方

・
保
護
者
が
町
税
、
水
道
料
金
、

住
宅
使
用
料
、
上
下
水
道
料
、
保

育
料
な
ど
に
未
納
が
な
い
方

■
支
給
枚
数
な
ど

・
20
リ
ッ
ト
ル
の
ご
み
袋

・
児
童
１
人
あ
た
り
月
５
枚
（
満

２
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
の

分
）

・
１
回
の
支
給
は
12
カ
月
分
ま
で

（
２
回
目
は
再
度
申
請
が
必
要
）

　

４
月
下
旬
、
道
内
各
地
で
「
も

う
け
話
」
の
勧
誘
を
受
け
、
お
金

を
だ
ま
し
と
ら
れ
る
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
む
か
わ
町
で
５
０
０

万
円
、
札
幌
市
で
２
３
０
万
円
の

高
額
被
害
が
あ
り
、
道
内
各
地
に

拡
大
し
て
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

よ
く
あ
る
手
口
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

投
資
会
社
社
員
を
名
乗
る
男

か
ら
、「
太
陽
光
発
電
会
社
が

販
売
し
て
い
る
未
公
開
株
は
大

変
価
値
が
あ
り
、
あ
な
た
は
購

入
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
代

わ
り
に
買
っ
て
く
れ
れ
ば
未
公

開
株
を
高
値
で
買
い
取
り
ま

す
。」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
被

害
者
は
初
め
の
う
ち
は
信
用
し

な
か
っ
た
が
、
複
数
の
業
者
か

ら
何
度
も
「
太
陽
光
発
電
会
社

の
未
公
開
株
は
将
来
性
が
あ
り

価
値
が
あ
る
の
で
高
額
で
引
き

取
り
ま
す
。」
と
勧
誘
を
受
け

て
い
る
う
ち
に
信
用
し
て
し
ま

い
、
指
定
さ
れ
た
住
所
に
現
金

３
３
０
万
円
を
宅
配
便
で
送
っ

た
。
そ
の
後
、
男
と
連
絡
が
つ

か
な
く
な
り
、
だ
ま
さ
れ
た
こ

と
に
気
付
い
た
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①「
絶
対
に
も
う
か
る
投
資
」
は

　

な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
ま
し
ょ

　

う
。

②
悪
質
業
者
は
複
数
の
業
者
を
登

　

場
さ
せ
て
劇
場
型
の
勧
誘
を
演

　

じ
ま
す
。

③「
絶
対
に
損
は
さ
せ
な
い
」「
あ

　

な
た
だ
け
に
教
え
る
情
報
」
な

　

ど
の
セ
リ
フ
は
、
信
用
で
き
な

　

い
サ
イ
ン
。

　

怪
し
い
電
話
な
ど
が
き
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、
す
ぐ
に
家
族
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時　

６
月
21
日
（
水
）
〜

６
月
30
日
（
金
）＜

土
・
日
曜
日

を
除
く＞

　

９
時
〜
17
時

■
場　

所　

洞

湖
町
役
場
３
階

　

３
０
１
会
議
室



役
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
。

■
日　

時　

６
月
17
日
（
土
）
９

時
30
分
〜
12
時

■
場　

所　

母
と
子
の
館
研
修
室

■
申
込
み　

北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
76‐

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
役
場
住
民
課
住
民

・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74‐

３
０
０
２
）

■
主　

催　

北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部

　

金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員

（
３
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

■
日　

時　

①
６
月
15
日
（
木
）

②
７
月
６
日
（
木
）　

13
時
30
分

〜
15
時

■
場　

所　

①
虻
田
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
②
洞

総
合
セ
ン
タ
ー

■
担　

当　

①
奈
良
泰
哉
弁
護
士

（
奈
良
法
律
事
務
所
）②
高
村
真

人
弁
護
士
（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務

所
）

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
環

境
省
が
提
唱
し
今
年
で
13
年
目
と

な
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
。

　

役
場
で
も
６
月
か
ら
、
事
務
効

率
の
向
上
と
省
エ
ネ
の
た
め
、
職

員
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
執
務
を
し
て

い
ま
す
。

　

期
間
は
、
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

■問合せ
　　税務財政課税務グループ　☎74-3003
　　住民課国保医療グループ　☎74-3002

所得の低い方への保険税軽減措置の拡充
　国民健康保険は、加入者の皆さんが負担している保険税により運営していますが、皆さ
んがより支えあえる制度としていくために、今年度次のように改正されました。
　世帯の前年中の所得が決められた所得
基準を下回っている場合、保険税の均等
割額と平等割額が所得に応じて７割・５
割・２割軽減されますが、この軽減の基
準となる所得額が引き上げられ、保険税
を軽減される人が拡大されることとなり
ました。

軽減
割合

世 帯 所 得 金 額
平成 29年度（改正後） 平成 28年度(改正前)

５割 基準額 33万円＋(27万円×被保険者数)以下 基準額33万円＋(26万５千円×被保険者数)以下
２割 基準額 33万円＋(49万円×被保険者数)以下 基準額 33万円＋(48万円×被保険者数)以下
７割 33万円 33万円

※被保険者数には、同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に       
　移行した方も含みます。

国民健康保険からのお知らせ







　

夏
山
の
遭
難
防
止

　

〜
山
登
り　

体
力
・
技
量

　
　

を
考
え
て
〜

　

山
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
登
山

や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
山

岳
遭
難
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
登
山
は
十
分
な
装
備
と
ゆ
と
り

あ
る
計
画
を
立
て
、
自
分
の
体
力

や
技
量
に
あ
っ
た
登
山
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

②
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
家
族

や
職
場
の
ほ
か
最
寄
り
の
警
察
署

や
交
番
・
駐
在
所
に
も
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

③
経
験
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、

複
数
人
で
の
登
山
に
努
め
、
単
独

で
の
登
山
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た

め
、
音
の
出
る
も
の
を
携
行
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
万
が
一
の
た
め
に
、
携
帯
電
話

な
ど
の
通
信
手
段
を
携
行
し
ま
し

ょ
う
。

　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

は
、
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

資
格
が
必
要
な
た
め
、
全
国
統
一

で
試
験
を
行
い
ま
す
。
既
に
登
録

し
て
い
る
方
は
、
受
験
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
験
資
格　

給
水
装
置
工
事
に

関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方

■
申
込
方
法　

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
受
験
の
案
内
を
ご
覧
の
う
え
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
書
作
成
シ

ス
テ
ム
に
従
っ
て
入
力
し
た
受
験

申
請
書
類
を
送
付

■
受
付
締
切　

７
月
７
日
（
金
）

消
印
有
効

■
試  

験  

日　

10
月
22
日
（
日
）

■
受  

験  

料　

１
６
，
８
０
０
円

■
問  

合  

せ　

公
益
財
団
法
人
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団
（
☎
０
３

‐

６
９
１
１‐

２
７
１
１
）

　

西
胆
振
・
羊
蹄
山
麓
地
域
の
企

業
約
50
社
が
出
展
す
る
広
域
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
企
業
な
ど
の
詳
細
は
室
蘭

市
と
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
担
当
者

と
直
接
対
話
が
で
き
る
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日　

時　

７
月
２
日
（
日
）
11

時
〜
15
時

■
場　

所　

中
嶋
神
社
蓬

殿
エ

ク
セ
レ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
室
蘭
市
）

■
対
象
者　

学
生
、
一
般
求
職
者
、

転
職
希
望
者
（
高
校
生
は
企
業
説

明
の
み
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
グ
ル
ー
プ
（
☎
76‐

３
０
０

５
）

■
日　
　

時　

７
月
31
日
（
月
）

８
月
４
日
（
金
）
各
回
午
前
の
部

９
時
〜
12
時　

午
後
の
部
13
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
室
蘭
駅

■
見
学
場
所　

①
白
鳥
大
橋
Ｐ
４

主
塔
②
室
蘭
港
乗
船
体
験
③
追
直

漁
港　

沖
合
人
口
島
の
見
学

■
応
募
方
法　

応
募
者
全
員
の
氏

名
、
住
所
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
職
業
、
希
望
日
と
時
間
を

郵
便
は
が
き
に
記
載
し
て
応
募

■運転免許更新時講習日程（於:だて歴史の杜カルチャーセンター）
優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

６日(木)18:30～ 14日(金)13:30～７月 ３日(月)18:30～/11日(火)13:30～ ３日(月)19:30～/11日(火)14:30～

う

６
９
１
１

２
７
１
１



■運転免許更新時講習日程（於:だて歴史の杜カルチャーセンター）
優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

20日(火)14:30～ 15日(木)18:30～６月 20日(火)13:30～/23日(金)13:30～ 23日(金)14:30～

■
問  

合  

せ　

室
蘭
開
発
建
設
部

技
術
管
理
課
企
画
調
整
係
（
☎
０

１
４
３‐
25‐

７
０
２
８
）

■
日　

時　

虻
田
地
区　

６
月
〜

平
成
30
年
２
月
／
洞

地
区　

４

月
〜
平
成
30
年
３
月
（
月
１
回
開

催
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
詳

し
い
日
程
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

■
場　

所　

虻
田
地
区　

健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
／
洞

地

区　

洞

温
泉
病
院

■
内　

容　

血
圧
測
定
、
健
康
相

談
、
運
動
機
能
向
上
（
ス
ト
レ
ッ

チ
、
チ
ュ
ー
ブ
や
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
運
動
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）、
も

の
忘
れ
予
防
（
頭
の
体
操
〈
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
〉、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
）

■
対
象
者　

65
歳
以
上
の
町
民

■
定　

員　

各
会
場
20
名

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装

・
靴

■
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
（
☎
76‐

４

０
０
６
）

　

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

け
が
の
手
当
な
ど
初
め
て
の
方
で

も
わ
か
り
や
す
い
講
習
で
す
。

■
日　

時　

６
月
15
日
（
木
）
18

時
〜
21
時

■
場　

所　

西
胆
振
行
政
事
務
組

合
洞

湖
支
署

■
受
講
料　

無
料

■
定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
み　

西
胆
振
行
政
事
務
組

合
洞

湖
支
署
救
急
係
（
☎
76‐

２
１
１
９
）

■
日　

時　

６
月
３
日
（
土
）
〜

６
月
18
日
（
日
）
９
時
〜
18
時

■
場　

所　

と
う
や
水
の
駅
２
階

多
目
的
活
用
室
２

■
内　

容　

写
真
集
団
洞

会
員

に
よ
る
展
示
30
点
程
度

■
問
合
せ　

洞

ま
ち
づ
く
り
観

光
協
会
（
☎
87‐

５
２
７
７
）

　

善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
虻
田
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル　
（
菅

原
正
芳
会
長
）
は
１
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
洞

湖
町
退
職
教
職
員
の
会
は

１
万
３
８
８
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
田
中
浪
子
さ
ん
（
虻
５
区
）

▽
橋
本
義
孝
さ
ん
（
入
１
区
）

▽
坂
井
千
枝
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
福
士
み
ね
こ
さ
ん
（
入
４
区
）

第７回
ごみ
の
分別

■問合せ　環境課環境推進グループ
　　　　　　　　  （☎74-3006）

未来のために
未来のために

　日常生活の中でごみは必ず出るものです
が、出してしまったごみは、環境に負荷を
かけないよう、分別して捨てることが大切
です。ごみを分別して捨てることにより、
再利用を増やし資源を守ることにつながり
ます。洞 湖町のごみの分別方法は「ごみ
分別辞典」に書かれています。この機会に
もう一度ごみ分別辞典をご覧になってみて
はいかがでしょうか。

ごみを分別しよう！
分ければ資源
混ぜればごみ

　ごみの出し方について書かれた冊子「ご
み分別辞典」を配布しています。お持ちで
ない方は、環境課の窓口までお越しくださ
い。

ごみ

みの出し方に

郵便ポストが移設

広　告



Ｊアラートとは・・・
　今年に入り、北朝鮮の度重
なるミサイル発射により、新
聞・テレビなどで「Ｊアラート」
という言葉を見たり聞いたり
する機会が多くなったと思い
ます。
　Ｊアラートとは「全国瞬時

警報システム」とも呼ばれ、消防庁から発信された武
力攻撃事態などに関する国民保護情報や、気象庁が発
表する緊急地震速報など即時対応が必要とされる緊急
情報を、人口衛星を通して洞爺湖町の防災行政無線を
自動的に起動させ、サイレンやチャイムに続いて音声
により放送するシステムです。
　放送を聞いたときには、「自らの命は自らで守る」を
基本に情報内容によって身を守る行動を家族や近所の
方などと事前に確認しておきましょう。

放送する緊急情報の種類

　　　　　　（例）直ちに避
難。直ちに避難。直ちに頑丈
な建物や地下に避難してくだ
さい。ミサイルが落下する可
能性があります。直ちに屋内
に避難してください。

Ｊアラート

弾道ミサイル
落下時の行動

　弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに
到達する可能性もあります。ミサイルが日本に落下する可
能性がある場合は、「Ｊアラート」を活用して、防災行政
無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、
緊急速報メールなどにより緊急情報をお知らせします。

①速やかな避難行動
②正確で迅速な情報収集
　役場からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

国民保護ポータルサイト
武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、政府の対応状況をご覧になれます。
首相官邸ホームページ
http://www.kantei.go.jp/
Twitterアカウント
首相官邸災害・危機管理情報
@kantei_saigai

http://www.kokumin
hogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

事前に確認しましょう。

メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに
行動してください。

屋外に
いる場合

建物が
ない場合

屋内に
いる場合

できる限り頑丈な
建物や地下に避難
する。
地下：地下街や地下駅舎
などの地下施設

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部
を守る。

窓から離れるか、
窓のない部屋に移
動する。

近くに
ミサイル
落下！

●屋外にいる場合
　口と鼻をハンカチで覆い、
　現場から直ちに離れ、密
　閉性の高い屋内または風
　上へ避難する。
●屋内にいる場合
　換気扇を止め、窓を閉め、
　目張りをして室内を密閉
　する。

　今年に
なるミサ
聞・テレ
という言
する機会
ます。
　Ｊアラ

警報システム」とも呼ばれ、消防
力攻撃事態などに関する国民保護

　　　
難。
な建
さい
能性
に避

弾
落

弾道ミサイルは 発射



＜

一　

般＞

▽
心
を
休
め
る
習
慣

「
あ
し
た
を
大
切
に
す
る
た
め
の

知
恵
」(

植
西　

聰)

▽
学
校
へ

行
け
な
か
っ
た
私
が
「
あ
の
花
」

「
こ
こ
さ
け
」
を
書
く
ま
で(

岡

田
磨
里)

▽
介
護
殺
人(

毎
日
新

聞
大
阪
社
会
部
取
材
班)

▽
魂
で

も
い
い
か
ら
、
そ
ば
に
い
て(

奥

野
修
司)

▽
蜜
蜂
と
遠
雷(

恩
田

　

陸)

▽
か「
」く「
」し「
」ご「
」

と
「(

住
野
よ
る)

▽
静
か
な
雨

(

宮
下
奈
都)

▽
ザ
・
プ
リ
ン
セ

ス
雅
子
妃
物
語
（
友
納
尚
子
）

＜

児
童
書＞

▽
怪
談
５
分
間
の
恐

怖
〈
全
５
巻
〉(

中
村
ま
さ
み)

▽
種
を
ま
く
人(

ポ
ー
ル
・
フ
ラ

イ
シ
ュ
マ
ン)

▽
34
丁
目
の
奇
跡

(

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ

ス) 

＜

一　

般＞

▽
風
の
か
た
み
（
葉

室　

麟
）▽
錆
び
た
太
陽
（
恩
田

　

睦
）▽
夜
の
谷
を
行
く
（
桐
野

夏
生
）▽
我
ら
が
パ
ラ
ダ
イ
ス

（
林
真
理
子
）▽
東
京
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
（
伊
集
院
静
）▽
素
敵
な
日

本
人
（
東
野
圭
吾
）▽
こ
の
嘘
が

ば
れ
な
い
う
ち
に
（
川
口
俊
和
）

▽
果
鋭
（
黒
川
博
行
）▽
か
「
」

く「
」し「
」ご「
」と「(

住
野
よ
る)

▽
狐
の
飴
売
り
（
宮
本
紀
子
）▽

図
書
室
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
（
竹
内　

真
）▽
旅
立
ち
ぬ
（
佐
伯
泰
英
）

▽
ふ
わ
ふ
わ
の
く
ま
（
原
田
み
ど

り
）▽
活
版
印
刷
三
日
月
堂　

星

た
ち
の
栞
（
ほ
し
お
さ
な
え
）▽

活
版
印
刷
三
日
月
堂　

海
か
ら
の

手
紙
（
ほ
し
お
さ
な
え
）

＜

一　

般＞

▽
誰
の
た
め
に
愛
す

る
か
（
曽
野
綾
子
）▽
桐
島
、
部

活
や
め
る
っ
て
よ
（
朝
井
リ
ョ

ウ
）▽
君
の
膵
臓
を
食
べ
た
い

（
住
野
よ
る
）▽
坊
ち
ゃ
ん
の
そ

れ
か
ら
（
芳
川
泰
久
）▽
沈
黙
の

檻
（
堂
場
瞬
一
）▽
か
ら
だ
の
ー

と
（
早
川
ユ
ミ
）

＜

児
童
書＞

▽
さ
く
ら
（
長
谷

川
摂
子
）▽
ぴ
よ
ぴ
よ
ぴ
よ
（
平

野　

剛
）▽
し
ゅ
る
し
ゅ
る
ぱ
ん

（
お
お
ぎ
や
な
ぎ
ち
か
）▽
ノ
ン

ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
（
石
井
桃
子
）

●
開
館
時
間

■
あ 

ぶ 

た
（
☎
76‐

２
１
０
０
）

　

10
時
〜
16
時
20
分

■
み
ず
う
み
（
☎
75‐

４
７
０
２
）

　

10
時
〜
15
時

●
６
月
休
館
日

15
日
・
22
日
・
29
日
・
７
月
６
日
・

13
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

■
日　

時　

６
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜

■
場　

所　

あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

■
洞

総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

今月の1冊

ばばばあちゃ
んのアイス・
パ－ティ
作  さとうわきこ

■開館時間　10:00～18:00
■休  館  日　毎週月曜日
■問  合  せ　 ☎87-2525

7/８(土)～

８/６(日)

7/２(日)　　

15 広報とうや湖　2017年６月

■日　時　７月22日（土）
　　　　　13時30分～14時30分　
■対　象　小学3年生以上

■参加料　500円（別途入館料）
■持ち物　汚れてもよい服装
■申込み　６月22日～30日まで

★「みんなの夢魚〇△□△□で作る！わくわくワークショップ」



　　
　

月
27
日
、
28
日
の
両
日
、
入

　
　

江
４
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で

は
防
火
夜
回
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
っ
て
、
地

域
住
民
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
４
月
21
日
か
ら
の
４
日

間
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
桜
ヶ
丘

保
育
所
園
児
、
入
江
保
育
所
園
児
、

本
町
保
育
所
園
児
、
と
う
や
こ
幼

稚
園
園
児
）
が
、
街
頭
で
女
性
消

防
団
員
と
一
緒
に
「
火
の
用
心
」

を
合
言
葉
に
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
　

達
市
、
洞

湖
町
、
豊
浦
町
、

　
　

壮
瞥
町
の
１
市
３
町
は
一
部

事
務
組
合
の
組
織
を
活
用
し
、
共

同
で
「
火
葬
場
整
備
事
業
」
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
６
月
１
日

か
ら
「
西
胆
振
消
防
組
合
」
の
正

式
名
称
が
「
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

消
防
署
や
各
支
署
な
ど
の
電
話

番
号
や
消
防
組
織
の
機
構
は
こ
れ

ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

洞爺湖支署 (　76-2119)・洞爺出張所 (　87-2119)・『火災・救急・救助 119 番』

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

春
の
火
災
予
防
運
動
の

　
　
　
　
　
　
　

実
施

消
防
組
合
の
正
式
名
称

　
　
　

 

が
変
わ
り
ま
す

西胆振消防組合平成29年度予算概要
　平成29年度予算が、３月開催された西胆振消防組合議会定例会で議決さ
れました。
　歳入では、歳入グラフのとおり、占める割合が最も大きいのが消防負担
金で、構成４市町の規模(人口割、財政割)及び均等割により負担率が決めら
れています。
　歳出では、歳出グラフのとおり給与費が最も大きく、その他の歳出は主
に消防本部、各消防署(支署)の活動経費に充てられます。

消防負担金
97.31%

使用料及び
手数料
0.03%

道支出金
0.91%

財産収入
0.09%

繰入金
0.93%

繰越金
0.19%

諸収入
0.54%

歳入合計
15億4165万2千円

歳入

歳出議会費
0.05%

監査委員費
0.02%

消防費
30.72%

給与費
66.89%

公債費
2.22%

予備費
0.10%

歳出合計

単位：千円

単位：千円

歳入合計 1,541,652千円

歳出合計 1,541,652千円

15億4165万2千円



　
　

幼
児
期
は
、
言
葉
や
歩
行
に

　
　

加
え
、
味
覚
や
そ
し
ゃ
く
な

ど
の
食
べ
る
機
能
も
発
達
し
ま
す

が
、
口
ま
わ
り
の
機
能
や
消
化
吸

収
、
排
泄
の
機
能
は
未
熟
で
個
人

差
が
大
き
い
た
め
、
子
ど
も
の
身

体
に
合
っ
た
十
分
な
栄
養
と
安
定

し
た
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

た
だ
、
小
さ
な
う
ち
は
大
人
が

思
う
よ
う
に
食
べ
て
く
れ
な
い
場

合
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
と
き
は
無
理
強
い
せ
ず
、

食
事
の
準
備
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
会
話
を
し
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
味
を
味
わ
わ
せ
た
り
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
大
人
が
お
い
し
く
食

べ
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、「
食

べ
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
意
欲
に

も
な
り
ま
す
。

　

栄
養
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
家
族
や
親
し
い
人
と

「
お
い
し
い
ね
」
と
話
し
な
が
ら
、

食
事
の
時
間
を
楽
し
く
分
か
ち
合

う
こ
と
が
、
す
こ
や
か
な
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
１
歳

か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
を
対
象
に
「
こ
ど
も
ラ

ン
チ
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
お
子
さ
ん
も
で
き
る
こ

と
を
お
手
伝
い
し
な
が
ら
地
元
の

野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
、
楽

し
い
雰
囲
気
で
お
昼
ご
は
ん
を
食

べ
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
悩
み
を

相
談
し
た
り
情
報
交
換
の
機
会
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
７
月
６
日
に
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
７
月
７
日
に
洞

総

合
セ
ン
タ
ー
で
い
ず
れ
も
10
時
か

ら
開
催
予
定
で
す
。
申
込
み
は
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
76‐

４

０
０
６
）
へ
。

す
が
、

人
と

が
ら
、

ち
合

長
に

１
歳

と
保

も
ラ

ま
す
。

る
こ

元
の楽

を
食

み
を

会
に

子
さ

い
。

福
祉総

時
か

は
、

‐

４

幼
児
期
は
、
言
葉
や
歩
行
に

加
え
、
味
覚
や
そ
し
ゃ
く
な

べ
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
意
欲

も
な
り
ま
す
。

欲
に



☎

ユネスコ世界ジオパークって、何？コラム



北鉱建設株式会社に感謝状贈呈

　虻田小学校の環境整備などに貢献した北鉱建設株式会
社に、洞爺湖町教育委員会から感謝状が贈られました。
　５月９日には役場教育長室で贈呈式が行われ、同社執
行役員で土木部長の河島修さんと土木部次長の清田浩樹
さんに遠藤教育長から感謝状が手渡されました。

広　告



発
行
日

平
成
29
年
６
月
12
日

通
巻
／
第
135
号

人口と世帯の動き４月30日現在（先月比）
男……………4,269 人（＋23）
女……………4,904 人（＋33）
計……………9,173 人（＋56）
世帯………5,001 世帯（＋44）
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年
８
回
を
数
え
る
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ

　
　

Ｋ
Ｏ
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ

ス
タ
は
、
昨
年
５
万
３
千
人
が
来

場
し
、
洞

湖
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

期
間
中
、
多
く
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン

や
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
ら
で
賑
わ
う

お
店
の
一
つ
が
老
舗
土
産
店
「
洞

湖
越
後
屋
」。
同
店
の
３
代
目

店
主
が
進
一
さ
ん
で
、
い
つ
も
笑

顔
で
お
客
さ
ん
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

祖
父
の
代
に
温
泉
街
に
移
り
住

み
、
芸
者
さ
ん
や
料
理
人
ら
へ
の

呉
服
店
と
し
て
商
売
を
始
め
、
二

代
目
の
父
か
ら
観
光
業
へ
参
入
。

　

店
内
に
は
北
海
道
な
ら
で
は
の

お
土
産
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、
約
30
年
以
上
前

か
ら
続
け
て
い
る
と
い
う
木
刀
へ

の
手
彫
り
は
、
洞

湖
を
訪
れ
る

方
の
人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

自
ら
も
店
頭
で
文
字
を
彫
る
進
一

さ
ん
で
す
が
、
リ
ク
エ
ス
ト
の
文

字
の
中
で
も
、
特
に
小
学
生
の
発

想
が
面
白
く
、「
彫
っ
て
い
て
楽

し
い
し
、
何
よ
り
文
字
を
彫
る
こ

と
で
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

　

あ
る
日
マ
ン
ガ
の
登
場
人
物
の

コ
ス
プ
レ
を
し
た
女
性
た
ち
が
来

店
し
、
熱
心
な
マ
ン
ガ
愛
読
者
で

は
な
か
っ
た
進
一
さ
ん
で
す
が
、

彼
女
た
ち
を
見
た
そ
の
時
、
純
粋

に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
う
と
同

時
に
マ
ン
ガ
に
木
刀
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。

　

洞

湖
の
お
祭
り
の
日
に
コ
ス

プ
レ
を
し
た
彼
女
た
ち
が
再
び
来

店
し
、
他
の
お
祭
り
客
の
彼
女
た

ち
へ
の
反
応
な
ど
を
見
て
、
仲
間

の
中
で
「
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
お

祭
り
で
町
お
こ
し
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ア
イ
デ
ア

が
広
が
り
、
町
の
有
志
た
ち
に
よ

る
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｏ
マ
ン
ガ
・
ア

ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
現
実
化
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

現
在
同
フ
ェ
ス
タ
の
実
行
委
員

と
し
て
活
動
す
る
進
一
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
洞

湖
だ
か
ら
出

来
る
こ
と
を
い
か
し
て
町
を
盛
り

上
げ
た
い
。
洞

湖
に
も
っ
と
足

を
運
ん
で
欲
し
い
」
と
洞

湖
愛

を
熱
く
語
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
丹
野
大
樹
）

　　

校舎敷地内の花壇整備に取り組んだ友遊クラブ校舎敷地内の花壇整備に取り組んだ友遊クラブ
会員と洞爺湖温泉小学校の児童たち会員と洞爺湖温泉小学校の児童たち
校舎敷地内の花壇整備に取り組んだ友遊クラブ
会員と洞爺湖温泉小学校の児童たち
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